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研究成果の概要（和文）： 本研究は提供精子で親になった人が、AID子とこの事実について共有（Telling）す
るための教材作成を目的とした。Tellingに関する情報を収集するため、ニュージーランドおよび国内のtelling
に関する実態調査を行った。教材（冊子）の表題は「私たちが大切にしたいもの‐AIDで家族になった人たちの
告知への思いと実践‐」とし、前半にはAID親の体験を、後半には生まれた人からのメッセージや専門家からの
情報を掲載した。関係機関に配布し、治療施設からは「患者の教材として活用できる」「自分たちの患者理解に
役立った」、不妊当事者からは「告知を前向きに考えてみようと思う」等、評価を得た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to create teaching materials for those who 
became parents by donated sperm to tell about this fact with AID children. To gather information 
about telling, we surveyed New Zealand telling's actual and domestic AID parent's perceptions of 
telling. 
The teaching materials (booklets) are based on the experiences of Japanese AID parents. In the first
 half of the booklet, the experiences of AID parents were posted, and in the second half, messages 
from the born people and researchers were posted. We made 500 volumes of teaching materials and 
distributed them to the sperm implementation facilities, counselors and nurses, and infertility 
self-help groups. This booklet was evaluated as "useful as a teaching material for patients", "Help 
us understand patients" by treatment facilities, and "thinking positive telling" by infertility 
parties.

研究分野：看護学・助産学

キーワード： 情報提供教材　不妊カップル　提供精子　出自を知る権利

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で作成した冊子「私たちが大切にしたいもの‐AIDで家族になった人たちの告知への思いと実践‐」は、
AID で親になることを検討している人が、「生まれた人の出自を知る権利」の保障にどのように関わればよいの
か自ら考えるための一教材となる。本冊子は、GID（性同一性障害）のカップルやレズビアン、シングルの女性
など多様化する家族形成を検討している人にも活用できる。また、本技術を用いた家族について国民から理解を
得るための基礎資料になると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１． 研究開始当初の背景 

 非配偶者間人工授精（以下 AID とする）で生まれた人の「出自を知る権利」の保障は、親から出生に関する

事実について説明を受け共有すること（以下 Telling とする）と精子提供者が特定できる情報があってはじめ

て成立する。わが国で実施してきた匿名精子の利用、そしてこの事実を秘密にする体制は、意図的でないにし

ろ、「生まれた人の出自を知る権利」を行使できないという構造をつくりだしてきた。昨今、AID で生まれた

人から出自について秘密にされることの弊害について問題提起され 1－3）、AID 実施施設の医療者は、親になる

ことを検討している人やドナー候補者に生まれた子への Telling の重要性について伝えるようになった４）。 

一方、AID を選択した人の意識調査では、約 8 割の男女が AID で出生した事実について子どもに告げる

予定はなく、夫婦だけの秘密にしたいと考えていた５）。親の「告げない」主な理由には、「二人の子どもにかわ

りない」「親子・家族崩壊の危険がある」「現行では提供者を知ることができず、出生の事実だけ知ることは酷

だ」があった。DC ネットワークの創設メンバーである Montuschi 氏は、親自身 AID を利用した家族づくり

をしばしば「恥ずべきこと」「スティグマ」として捉える傾向は根強く、その場合 Telling の実施は困難を伴う

と述べている６）。親の根底にある AID に対するネガティブなイメージや不安や懸念に寄り添う情報提供は重

要だと考える。なお、本報告では、AID を検討している人・AID で親になった人を AID 親、AID で出生した

人を AID 子とする。   

２． 研究の目的 

本研究では AID 親が、彼らの抱く AID に対するネガティブなイメージや懸念を軽減し、AID 子の「出自を

知る権利」の保障について理解し、検討するための教材作成を目指す。そのため、教材の基礎情報となる以下

の調査を実施する。 

【研究 1】ニュージーランドにおける Telling の実態を明らかにする 

【研究 2】我が国の AID 親の Telling に関する認識について明らかにする 

【研究 3】国内（日本人）の AID 親の体験を収集し教材を作成・配送する 

３. 研究の方法 

【研究 1】ニュージーランドにおける Telling の実態を明らかにする 

１） 対象：AID 親および AID 子 

２） 調査内容：AID 親および AID 子の Telling に対する認識 

３） 調査方法：対象者は第 3 者の生殖医療に関する研究の第一人者であるニュージーランド カンタベリー大

学のダニエルズ氏より紹介いただきインタビューガイドを作成しインタビューを実施した。 

４） 倫理的配慮：事前に研究の目的を説明、承諾を得て実施した。また、城西国際大学看護学部倫理委員会の

承認を得た。 

【研究 2】国内の AID 親の Telling に関する認識について明らかにする 

１） 対象：国内で「AID で生まれた人の出自を知る権利」について事前に学んだ AID 親 

２） 調査内容：国内の AID 親の自助グループの承諾を得て、Telling の実施状況、Telling を実施した理由、

Telling を実施していない理由、Telling の方法、精子提供者に求める情報開示、社会に求める支援活動な

ど。 

３） 調査方法：アンケート調査を作成、実施した。 

４） 倫理的配慮：事前に研究の目的および参加の有無は自由意志であることを紙面と口頭にて説明、アンケー

トの回答をもって承諾を得たとした。また、城西国際大学看護学部倫理委員会の承認を得た。 



【研究 3】国内（日本人）の AID 親の体験を収集し教材を作成・配送・評価を受ける 

１） 協力者：国内（日本人）の AID 親 

２） 収集方法：国内の AID 親の自助グループの承諾を得て、教材作成を目的に AID 実施体験および AID 子

への Telling 体験を募集した。 

３） 倫理的配慮：教材作成の目的および活用方法、参加の有無は自由意志であること、一度参加の意思を示し

ても途中で撤回が可能であることを紙面と口頭にて説明、同意が得られた人とは同意書を交わした。協力

者のプライバシー保護を目的に、協力者の氏名および体験談に表記された個人名については著者の同意を

得て匿名とした。 

４．研究成果 

【研究１】ニュージーランドにおける Telling の実態（Telling を実施した AID 親および Telling をうけた AID

子の Telling に対する認識） 

 ニュージーランドでは 2005 年「ヒト生殖補助法」が開始され、提供配偶子による生殖補助医療で出生した

人の出自に関する情報のアクセス権が認められるようになった。AID 親は、法の制定以前（匿名精子）であり

ながら、生まれた子に Telling を実践した親 5 名（A 夫妻・B 夫妻・Ⅽ妻）であった。3 組とも親がオープン

であること、早期からの告知は子も素直に受け入れてくれ、大きな問題はないと述べた。 

 

表 1 AID 親：Telling に対する認識および実施した時期・AID 子の反応について 

 

面会できた AID 子は 5 名だが、時間の関係上詳細をインタビューできなかった１名を除き４名につ

いて報告する。オープンなコミュニケーションが取れている家庭における早期からの Telling は、子の人

Tellingに対する認識 時期・AID子の反応 その他

A夫妻

AID男児2

児・女児1児

の親

家族に嘘があってはならない、家族は

信頼関係で結ばれているべき。子ども

たちが出生の事実を、自分たちの親か

らでなく、他の人から知らされること

があってはならない。また、同時に子

どもたちには自分が打ち明けたいと思

う人に話す権利がある。

子どもから知りたいと言い出した時に話そうと思っていた。長

男が4歳の時、養子に関する番組をみて父親に「お父さんは僕の

お父さん？」と尋ねてきたので絵本（My Story ）を使って説明

した。長男は知的好奇心が高く、初めてのtelling後「精子って

何？」「どうやって受精するの？」等の質問があり、その都

度、大人に話す言葉で彼が満足するまで説明した。事実を理解

することで他の子どもにからかわれた時にも防御する力となる

だろうと考えたからだ。下の弟妹は長男からどうやって赤ちゃ

んができるのか、染色体や遺伝子について完璧な説明をしてお

り、兄弟同士で理解を深めていると感じた。

子どもだけでなく、子どもや

家族がかかわる、親類、親し

い友人、ベビーシッタ等にも

オープンであること。また、

ドナーが分からなくても子ど

もには事実を伝え、もしド

ナーが知りたければ支援する

姿勢を持つこと。

B夫妻

実子2児と

AID男児の親

次男のみAID児であったので、他の兄

弟との隔たりを感じてほしくなかっ

た。親から伝えるのでなく子ども自身

で知ってしまうことは避けたかった。

子どもに事実を隠しておくことは難し

い、子どもには事実を知ってもらいた

いと思った。

次男が5歳の時に、兄弟3人に同時に次男の　AIDの事実を話し

た。次男の受胎方法は2人とは異なるが、みんな両親にとってと

ても特別な存在で、とても愛していると話した。その後、思春

期・婚約した時など人生の節目にはドナー情報を知りたいか確

認したが、彼は今の家族といるだけで幸せで、提供者について

は知りたくないし、かかわりを持とうと思っていないと言って

いた。現在、次男に婚約者がいるが、彼から婚約者にAIDで生

まれていることを伝えており、彼女も了解している。

良好な夫婦関係を保つための

秘訣として、妻は夫婦は同じ

土俵にいて、同じことを望

み、同じ道を歩いている必要

がある。

Ⅽ妻

AID女児の親

大人になって養子であることを告げら

れた叔母が大変な様子だったので、き

ちんと知っている方が健全だと思っ

た。常にオープンでいることが安定し

た家族関係をつくる。

早期からTellingしようと、AIDについて説明するための絵本を

与えた。話の前後で娘の変化は特になかった。夫を父親としっ

かり認識していた。ドナーが分からなくても怒ったりいら立つ

ことはなかった。18歳になり、ドナーのことがきちんと知りた

いなら知ることができると伝えたが、興味がなさそうだった。

ただ、デートする相手には（近親婚にならないように）気を付

けるように言っている。

夫婦・親子がオープンである

こと。身近な人にも事実を

知ってもらい、子ども支えて

もらうこと。そのうえで、自

然な家族になるだろうと感じ

ている。



生に大きく変化をもたらさず、そのユニークさに誇りを感じる者もいた。一方、夫婦間の意見が一致しな

いなかでの Telling の実施は様々な問題をはらむことが推察された。また、同じ兄弟姉妹でありながらド

ナーや異母兄弟姉妹への関心の持ち方は異なり、知る権利と知らないでいる権利の拮抗なども起こるこ

とが予測された。 

 

表 2 AID 子：Telling 時の状況その時の思い、その後の生活に及ぼした影響、Telling に対する認識 

 

【研究２】国内の AID 親の Telling に関する認識（「AID 生まれた人の出自を知る権利」について事前に

学んだ AID 親の認識） 

対象は女性 25 名、男性 22 名。【生まれた子への Telling】については「実施した（予定している）」が

男性 21 名（95.5％）・女性 20 名（80.0％）だった。主な理由に、「何も恥じることでない」「ドナーへの

感謝も含めて話すつもり」があった。Telling に反対する意見も男女１名ずつあり、主な理由は「これで

ドナーが減るとなると困る」だった。【提供者の情報開示をどこまで求めるか】については、「個人が特定

できる情報（名前・住所・写真等）」男性 13 名（51.9％）・女性 15 名（60.0％）、「個人が特定できない情

報（性格・趣味・医療情報）」男性３名（13.6％）・女性 5 名（28.0％）、「近親婚を避けるための情報」男

性 3 名（13.6％）・女性２名（８％）だった。非匿名の情報を求める主な理由には「子どもが望んだとき

Telling時の状況・その時の思い その後の生活に及ぼした影響 Tellingに対する認識

20代　女性

（2児の母）

自分が18歳、弟が15歳の時、AIDで生まれたことを父親と同

席のもと母親から聞いた（この時両親は離婚し母は再婚して

いた）。母親は以前から告知したいと考えていったが親子関

係に影響が出ることを恐れた父親が拒否していたという。

Tellingを受けた時、自分が誰であるか見失う感覚、時間が止

まったような感覚（アイディンティティ―ロス）があった。

また、父親がマオリ族の血を引いているので、そうした文化

的遺産を失った感覚もあった。私たちの背景を継父はすでに

知っていて、母親に裏切られた怒りの感覚もあった。「知ら

なければよかった」と弟と話した。

その後、気持ちの変化があり、大学を退学し、家を出て、し

ばらくは男性と過ごした。AIDで生まれたことを受け入れる

のに1年から1年半かかった。弟は父と仲が良かったので父が

心を痛めているのをみて強い反感を持ち、このことだけが原

因でないが、ドラッグや飲酒の問題を抱えるようになった。

その後、弟もこの事実を受け入れたようだが、この件につい

て弟と話すことはない。幼い頃から何か違う気がして、この

事実を知って腑に落ちるようになった。クリニックからド

ナーが見つかったという連絡を受けて面会したが、ドナーは

コミュニケーションに問題がありそのことに少しがっかりし

た。

このような経験をしたが、自分

のアイディンティティに関わる

ことなので、AIDで生まれたこ

とを知ってよかった。異母姉妹

とは良好な関係を望んでいる。

40代　男性

17歳の時にDIで生まれたことを母親より聞いた（父親は彼が

10歳の時に自殺している）。母親は常にオープンにしたがっ

ていたが、父方は非常に血筋を大切にしていてオープンにす

ることをためらっていた。その後父の死でショックを受けて

いたので、母はTellingを控えていたが、ファミリードクター

から事実を伝えるように促されたようである。

21歳になって父親がなぜ自殺したのか理解するために調べ、

父の遺書にたどりついた。父の遺書から「将来が見えず、

AIDで子どもが生まれた事実が表に出ることを恐れていたと

いうことを知った」。同じドナーで生まれた兄はドナーに

まったく興味を持たず、AIDについても話したがらない。

AID子の自助グループ作りを計画している。

自分は絶えずAID・ドナーのこ

とを考え、知りたいと思ってい

る。

20代　女性

学生

記憶にある限りDIで生まれたことを知っていたが、3歳くら

いの時に、母親に絵本「私はどこから来たの？」という絵本

を読んでもらったことを覚えている。

AIDで生まれた子とはとてもユニークなことであり誇りに

思っている。気が合う仲間にも伝えてきた。AIDで生まれた

ことを話しても否定的な反応を受けたことはない。ドナー情

報を得られる年齢（18歳）になったが、両親とも強い絆で結

ばれておりドナーは私にとって影のような存在。父とは血が

つながっていなくても、彼が自分の父だということに疑問の

余地はない。将来ドナーについて知りたくなっても父に疎外

感などを一切感じてほしくない。

DIで生まれたことを早い時点で

伝えてくれた両親に感謝してい

る。

20代　女性

学生

7歳の時に双子の姉と一緒に親からTellingを受けた。 話を聞

いた後、姉とそのことについて少し話したが彼女はあまり興

味を示さなかった。

ドナーや異母兄弟姉妹について興味があり、17歳の時に医師

に連絡を取って情報を入手するためのプロセスを聞いた。最

近になり、5人の異母兄弟姉妹が見つかった。そのうち1名の

写真をみて自分と似ていると思った。両親は私の活動を支援

してくれている。上記男性とAID子の自助グループ作りを計

画している。

ドナーと連絡が取れたとしても

いろいろなことを望んでいるわ

けでなく、知ることで落ち着き

たいと思っている



に、ドナーを知ることができる法整備は急務」「ドナーの気持ち、子どもの気持ち両方を尊重した対応を

望む」、匿名の情報を求める主な理由には「少なくとも医療情報や近親婚を防止する制度を作ってほしい」

があった。 

【研究 3】国内の AID 体験を主として教材を作成・配送・評価を受ける。 

 13 事例を収集した。13 事例の内 2 事例は国外に在住または在住中に AID を実施しており、精子バン

クやクリニックを通じて非匿名の提供精子（オープンドナー）を選択していた。Telling を開始している

人は 8 名だった。Telling を開始した理由は、「AID と告知はセット」「親は子どもの気持ちや未来に正直

に向き合っていくべき」「子どもたちが自身の出自を受け入れられるようにしたい」「告知をしたうえで

できる限り子どもを支えていきたい」等があった。初めての Telling 時の子の年齢は、2－4 歳で、方法は

「絵本や紙芝居など教材を用いている」3 名、「自分の言葉で話している」3 名だった。その後の telling 

は、「ことあるごとに話題に出す」「お誕生日など家族の大切な日に話す」だった。オープンドナーを選択

した 2 名のうち、1 名は AID 実施施設の協力を得て子（出生者）とドナー間で手紙のやりとりが開始し

ていた。また、1 名は NPO（Donor Sibling Registry）のサイトで同じドナーから生まれた異母兄弟が見

つかり親同士の交流が始まっていた。 

上記調査を整理し、AID 体験者の手記がほとんどないわが国において、体験者の情報は重要だと考え、

教材冊子の前半に Telling を含めた親の体験記（国内）を、後半に AID で生まれた人からのメッセージ、

専門家（研究者・医師・社会福祉士・看護師）からの情報提供を掲載し冊子（総ページ 160）を作成した。 

教材は、提供精子実施施設、カウンセラーや看護師、不妊自助グループに配布した。後日、冊子を受け取

った治療施設からは「精子提供を希望する患者に貸し出したい」「倫理委員やフォローアップ委員の資料

として活用したい」と、冊子の追加依頼があった。また、カウンセラーや看護師からは「男性不妊や精子

提供を体験する当事者の貴重な体験を知ることができた」「卵子提供を希望する患者にも活用 できる」

等、患者理解や相談活用に役立つこと、不妊当事者からは「告知に対するイメージが変わった」「告知を

前向きに考えてみようと思う」等、telling への認識に変化があったと報告があった。 

 今後は、今回作成した教材が、親の根底にある AID に対するネガティブなイメージや不安・懸念に寄

り添う情報提供となっているか、検証していく必要があると考える。 
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